
 

 

測

重

Opt

usin

定チャンバ

要な実験条

tem

tim

ng t

バー温度を

条件を管理

mper

izat

the S

18℃まで冷

理 

ratu

tion

Spa

冷却し維持

ure-

 

n of 

ark®

持できるマル

-sen

® Te

ルチモードリ

nsitiv

e-C

リーダー用冷

ve a

ool™

冷却モジュ

assa

™  

ュールで 

ays 

 



 

 

緒

学術

頼性

境要

要で

説明

し、

中で

マル

測定

温度

ーを

より

 

これ

でき

酵素

の経

分間

が低

マル

Te-

る温

世界

実験

 

図 1

4 ℃

 

材

酵素

発光

ルシ

384

合物

ウェ

 

温
度
（
℃
） 

緒言 

術研究の成果は

性と再現性の高

要因などの安定

である。広く知ら

明されるように

世界各地の実

でも変動する（図

ルチモードリーダ

定で広く使われ

度は必ずしも室

を使用すると、内

り 4℃も高くなる

れまで、温度制

きても、室温以

素アッセイなど温

経時的な再現性

間であっても測

低下するおそれ

ルチモードリーダ

-Cool なら、この

温度（18℃～42

界中どこででも

験条件を保証し

1：実験室の温度

℃前後の変動があ

材料および

素アッセイのシ

光キナーゼアッ

シフェラーゼを含

4 ウェルプレー

物 20 µl をピペ

ェルの残りの部

はさまざまな要

高い結果を得る

定した実験条件

られていることで

、化学反応の速

実験室の温度は

図 1）。 

ダーは、エンドポ

れているツールで

室温に等しいとは

内部の電子回路

ることがある。 

御によりマルチ

下に設定するこ

温度に左右され

性に影響が生じ

測定中にプレート

れがある。 

ダー用としては

の問題に対処す

2℃）に測定チャ

も、季節を問わず

してくれる無類の

度変化の例 

あり、日中は夜間

方法 

シグナル強度の

ッセイを用いて、

含む反応緩衝液

トの各ウェルの

ットで分注した

部分は水を充填

日 

要素に左右される

るためには、温度

件を定義、設定す

であるが、ファン

速度は温度に大

は、気候や季節

ポイント測定お

であるが、測定

は限らない。特

路の影響でチャ

チモードリーダー

ことは不可能で

れやすい実験に

じる可能性があ

トが加熱される

は初めての冷却

することができる

ャンバーを冷却

ず、あらゆる実験

の装置である。

間よりも気温が高

温度依存性 

、酵素の温度依

液に超高純度な

の周辺部と中央

（プレートレイア

填した。 

る。したがって、

度をはじめとす

することが極め

ント・ホッフの式

大きく依存する。

によっても、1 日

およびカイネティ

定チャンバー内部

特に一定時間リー

ャンバー温度が

ーを加熱するこ

であった。したが

において、実験

ある。また、たと

ことで、実験の

却モジュールであ

る。ユーザが定

し維持すること

験室で常に一定

 

い。 

依存性を評価し

な ADP を添加

にそれぞれ反応

アウトは図 2 を参

、信

する環

めて重

式 1 で

。しか

日の

ィック

部の

ーダ

が室温

ことは

がって、

験結果

え数

の精度

ある

定義す

とで、

定の

した。

し、 

応混

参照）。

図 2：

黄色の

填した

 

室温

Spark

26℃

10 分

 

測

プ

温

  測

  減

  処

  積

  出

表 1：

 

384 ウェルプレー

の部分にルシフェ

た。 

（22℃）で 10 分

k 20M リーダー

、30℃）でエンド

分間、発光シグナ

定パラメータ 

レート 

温度 

測定モード 

減衰  

処理時間 

積分時間 

出力 

：発光シグナル

ートを用いたグロー

ェラーゼと反応緩

分以上かけてプ

ーを用いて異なる

ドポイント法およ

ナルを測定した

Gre

マイ

18℃

発光

自動

0 m

200

計数

測定のための機

ルシフェ

アプリケ

ー発光測定にお

緩衝液を充填、青

プレートを平衡化

る温度（18℃、

よびカイネティッ

た（表 1）。 

einer® Bio-One

イクロプレート[

℃、22℃（室温

光 

動 

ms 

0 ms 

数/秒 

機器設定値 

ェラーゼ 

ーションノート

ける分注。ウェル

色の部分に水を

化させた上で、

22℃（室温）、

ック法により最大

e 384 平底型白

GRE384sw] 

温）、26℃、30℃

 

 

2 

ルの

を充

大

白色



 

 

温度

酵素

る。

ウミ

pyr

測定

注し

温）

10

（表

 

測定

プレ

温度

ウェ

測

ラベ

  注

  待

  測

  減

  積

  処

  出

ラベ

  注

  待

  測

  減

  積

  処

  出

表

測定

 

度依存性がある

素アッセイに関

温度上昇に伴

ミシイタケ由来（

ralis）の高純度

定を行った。96

して、Spark 20M

）、26℃、30℃）

秒間の各ルシフ

表 2）。 

定パラメータ 

レート 

度 

ェル毎の測定 

測定モード 

ベル 1 – ルシフ

注入 

待機時間 

測定モード  

減衰 

積分時間 

処理時間 

出力 

ベル 2 – ルシフ

注入 

待機時間 

測定モード  

減衰 

積分時間 

処理時間 

出力 

2：2 種類のルシ

定したときの機

る酵素の安定性

関するもう 1 つの

伴い酵素の安定

（Renilla renifor

ルシフェラーゼ

ウェルプレート

M リーダーに投

に設定し、対応

フェラーゼの発

Gre

マイ

[GR

18℃

発光

フェラーゼ 1（ホタ

イン

200

3 秒

発光

自動

10,

0 m

計数

フェラーゼ 2（ウミ

イン

200

3 秒

発光

自動

10,

0 m

計数

シフェラーゼアッ

機器設定値 

性 

の重要な点は、

定性が低下する

rmis）およびホタ

ゼを用いて連続ア

トの各ウェルに

投入した。各温度

応する基質を 1

発光シグナルを連

einer® Bio-One

イクロプレート 

RE96fw_chimne

℃、22℃（室温

光、ウェル毎 

タル由来）  

ンジェクターA、

0 µl/秒、注入後

秒 

光 

動 

,000 ms 

ms 

数/秒 

ミシイタケ由来

ンジェクターB、

0 µl/秒、注入後

秒 

光 

動 

,000 ms 

ms 

数/秒 

ッセイの発光シ

酵素の安定性

ことを示すため

タル由来（Phot

アッセイを実施

ルシフェラーゼ

度（18℃、22℃

00µl 注入した直

連続的に検出し

e 96 平底型白色

ey] 

）、26℃、30℃

基質 1 100 µl、

後に補充 

） 

基質 2 100 µl、

後に補充 

シグナルを連続

性であ

めに、

inus 

施し、

ゼを分

（室

直後

した

色

、

、

続して

結果

酵素

酵素

反応

キナー

シフェ

発光

 

図 3：

グナル

 

カイネ

平衡

リーダ

初期

ート全

グナル

方、S

した。

増加

 

発
光
量
［RL

U

］ 

果 

アッセイのシグ

反応の転化率

速度が大きくな

ーゼアッセイを

ェラーゼの活性

シグナル強度は

代表的なルシフェ

ル強度が増すこと

ネティック測定で

化した場合、プ

ダー内部の温度

値と比較して発

全体の測定時間

ルは室温より 4

Spark 20M を室

。さらに、測定結

した（図 4B）。

異

グナル強度の温

は温度に依存

なる。この挙動を

を用いて、異なる

性を測定した（図

は約 10％増加

ェラーゼのグロー

とから、温度依存

では、プレートお

プレートの発光シ

度を高くすると、

発光シグナルの

間に匹敵するわ

4℃高いと 34％

室温で操作した場

結果の変動係数

温

異なる温度でのグロー発

アプリケ

温度依存性 

することが多く

を確認するため

る温度でグロー

図 3）。温度が 1

加した。 

ー発光シグナル。

存性があるといえる

および Spark 20

シグナルは一定

、プレートが加熱

の強度が増した

わずか 6 分間の

％、8℃高いと 7

場合のシグナル

数（CV）は、高温

温度（℃） 

発光シグナル 

ーションノート

、高温になるほ

め、典型的な発光

ー発光におけるル

1℃上昇するご

温度上昇に伴い

る。 

0M をともに室温

定となった（図

熱されることに

。384 ウェルプ

の間でも、発光シ

8％も増加した

ル強度は 2％低

温になるほど著

 

 

3 

ほど

光

ル

とに、

いシ

温で

4A）。

より、

レ

シ

。一

低下

著しく



 

 

図 4

定中

その

った

 

温度

アッ

温度

酵素

ェル

連続

プロ

ウェ

ルシ

かる

であ

内部

ウェ

及ぼ

 

発
光
量
［RL

U

］ 

4：カイネティック測

中にウェル内部の

の結果シグナルの

た（B）。 

度依存性がある

ッセイ温度が必

度が異なると転

素もある。この点

ル毎にホタルル

続的に検出、測

ロトコールであっ

ェルプレート全体

シフェラーゼの

る。これは高温

ある（A）。一方、

部の温度変化に

ェルにおける変

ぼしていることが

室

室

室

室温(2

測定における発光

の液体が加熱され

のばらつきが大き

る酵素の安定性

必ずしも酵素活性

転化率も異なる酵

点を実証するた

ルシフェラーゼお

測定した。比較的

ったため、1 ウェ

体の測定に約

発光シグナルは

温（特に 30℃）で

、ウミシイタケル

による影響を受

変動係数を比較

がよくわかる（図

室温(22℃) 

室温+4℃(26℃) 

室温+8℃(30℃) 

22℃) 室温

光シグナルの経時

れたことで発光シ

きくなり、測定結果

性 

性に影響を及ぼ

酵素もあれば、

ために、リーダー

およびウミシイタ

的長い積分時間

ェルの測定に約

45 分かかった

は時間とともに

ではタンパク質が

ルシフェラーゼは

受けなかった（B

較すると、温度が

図 6）。 

時間（分） 

温+4℃(26℃) 

時的変化。6 分間

シグナルが増加し

果の変動係数も高

ぼすとは限らな

、安定性が低下

ーの温度を変え

タケルシフェラー

間を要するアッ

約 30 秒を要し、

。図 5 から、ホ

に減少することが

が不安定になる

は、Spark リーダ

）。複数のプレ

が酵素活性に影

室温+8℃(30℃  

間の測

し（A）、

高くな

い。

下する

えてウ

ーゼを

ッセイ

、96

ホタル

が分

るため

ダー

ート

影響を

図 5：

セイの

の活性

である

 

 

図 6：

ら、温

 

 

℃) 

相
対
発
光
量
（％
） 

相
対
発
光
量
（％
） 

A）ホタ

B）ウミ

ホタルルシフェラ

の発光シグナルの

性は低下するが

る（B）。 

ホタルルシフェラ

温度の影響を受け

タルルシフェラー

ミシイタケルシフ

ホタルルシフェ

ウミシイタケル

ラーゼおよびウミシ

の連続測定。温度

（A）、ウミシイタケ

ラーゼは 30℃にお

けて活性が低下す

ーゼ 

ェラーゼ 

デ

デ

室温（22℃） 

ェラーゼ 

ルシフェラーゼ 

アプリケ

シイタケルシフェ

度上昇に伴い、ホ

ケルシフェラーゼ

おける変動係数の

することが分かる

データ点 

データ点 

ーションノート

ラーゼを用いたア

ホタルルシフェラー

のシグナルは一

の値が高いことか

。 

 

 

4 

 

アッ

ーゼ

定

か



 

 

結

本ア

素ア

れた

可能

活性

デー

ある

 

Spa

ーの

Te-

るた

実験

中ど

えよ

 

結論 

アプリケーション

アッセイにおい

た。本書では、3

能性を検証した

性の変化または

ータ品質を確保

るといえる。 

ark マルチモー

の加熱だけでは

-Cool を使えば

ため、個々の測

験品質が高まる

どこででも、最適

よう。 

ンノートのデータ

て、温度は重要

3 種類の酵素を

た。このうち 2 種

は安定性の低下

保するためには

ードリーダー用冷

はなく、室温以下

ば、アッセイ要件

測定結果の再現

る。いつでも、ど

適な結果を約束

タから、化学反

要なパラメータで

を例に、酵素活

種類は温度変

下を生じた。この

、実験時の温度

冷却モジュール

下の冷却が可能

件を満たす条件

現性および精度

どのラボでも、季

束してくれる無類

反応全般、とりわ

であることが確

活性の温度依存

化の影響を強く

のことから、最適

度管理が不可欠

Te-Cool は、リ

能な装置である

件を厳密に定義で

の向上につなが

季節を問わず世

類のモジュール

わけ酵

確認さ

存性の

く受け、

適な

欠で

リーダ

る。

でき

がり、

世界

ルとい

略語

CV

 

参考

1)

Chem

0-71

 

 

※こ

発行

ので

翻訳

語 

 変動係数

考文献 

Atkins, Peter; 

mistry (8th ed

67-8759-8 

このアプリケー

行（原文英語）

です。 
訳文の表現等に疑

De Paula, Jul

.). W.H. Freem

ーションノート

し、テカンジ

に疑義が生じた場

アプリケ

lio (10 March 

man and Compa

トは Tecan （本

ジャパンが日本

た場合は、原文を

ーションノート

2006). Physica

any. p. 212. IS

本社 スイス）

本語翻訳したも

をご参照くださ

 

 

5 

al 

BN 

が

も

さい。 



 

. . . .

Aus
Ger
Swe
. . . .

 
Teca

明示

す。

アプ
 
記載

www

 
Teca

 
Spar

 
© 20

 

ww

 

 

. . . . . . . . . . . . . . . . .

stralia +61 3 9647
rmany +49 79 51 9
eden +46 31 75 44
. . . . . . . . . . . . . . . . .

an Group Ltd.では本

示的または暗示的にか

記載された商標はす

プリケーションおよび

載された商標はすべて

w.tecan.com/tradema

an は、Tecan Group 

rk 20M は研究用途向

016  Tecan Trading A

ww.tecan.com

. . . . . . . . . . . . . . . . .

 4100  Austria +4
94 170  Italy +39 0
4 000  Switzerland
. . . . . . . . . . . . . . . . .

文書において正確か

かかわらず、本文書に

すべて法律で保護され

び製品は一部の市場で

て法律で保護されてい

arks で参照できます。

 Ltd.(スイス Männed

向けです。 

AG スイス 著作権

m/ www.tecan

. . . . . . . . . . . . . . . . .

3 62 46 89 33  Be
02 92 44 790  Japa
d +41 44 922 89 2
. . . . . . . . . . . . . . . . .

つ最新の情報をご提

における情報の正確性

れています。 本文書に

で入手困難な場合があ

います。 本文書に記載

。リストには含まれま

dorf)の登録商標です。

権所有 免責事項と商

n.co.jp 

. . . . . . . . . . . . . . . . .

lgium +32 15 42 1
an +81 44 556 73 

22  UK +44 118 93
. . . . . . . . . . . . . . . . .

供するよう最善の努

性または完全性につき

に記載された仕様書の

ありますので、営業担

載された商標とデザイ

ませんが、ここに記載

。 

商標については、www

 

. . . . . . . . . . . . . . . . .

13 19  China +86 
11  Netherlands

300 300  USA +1 9
. . . . . . . . . . . . . . . . .

努力を尽くしておりま

き、何らの表明または

の技術的詳細および詳

担当者にお問い合わせ

インは、Tecan Grou

載されている製品名

w.tecan.com をご覧く

 

. . . . . . . . . . . . . . . . .

21 28 98 63 33  D
+31 18 34 48 174 

919 361 5200  Oth
. . . . . . . . . . . . . . . . .

ますが、誤謬や脱漏が

は保証を行うものでは

詳しい手順については

せください。 

p Ltd.(スイス Männe

および会社名はそれ

ください。 

. . . . . . . . . . . . . . . . . .

enmark +45 70 23
 Singapore +65 6
er countries +41 
. . . . . . . . . . . . . . . . . .

が生じる可能性があり

はありません。また、

は、テカンの担当者ま

dorf)の商標または登

ぞれの所有者の商標で

. . . . . . . . . . . . . . . . . .

3 44 50  France +
644 41 886  Spain
44 922 8125 
. . . . . . . . . . . . . . . . . .

ります。したがって、

本文書は予告なく変

までご連絡ください。

登録商標です。完全な

である場合がありま

. . . . . . . . . . . . . . . . . .

33 4 72 76 04 80  
n +34 93 490 01 74

. . . . . . . . . . . . . . . . . .

Tecan Group Ltd.で

変更する場合がありま

。 本文書で取り上げ

なリストは

す。 

 

. . .  

4  

. . .  

は

ま

げた

39
90

11
J 

V
1.

0 
 0

3-
20

16
 


